
社会人実習セミナーデバイスR&D利用

九州工業大学

全国から半導体デバイス開発者・セミナー受講者が飯塚へ

センター機能の特長；
・４インチウエハで完全なCMOS LSIを製造
可能な施設
→1990年頃の最先端LSIレベル
→新デバイスのR&Dにも充分利用可能

・手で持てる・作れる。光学顕微鏡で見える。
→半導体技術の全体俯瞰教育には最適

CMOS + センサ・マイクロマシン・
不揮発メモリ等の融合デバイス開発

センター運営の特長；
・2018年からオープン利用化を推進
・装置利用料＋セミナー収入によりセンター
運営費の100%を自前化(2023年度末)

福岡県飯塚市

2018～2022年度 センター装置学外利用者 64社

埼玉 3
神奈川 4

滋賀 １

佐賀 5

熊本 2

鹿児島 4

早良区１

糟屋郡 ２

若松区 ２
試作委託

機器利用

京都 １

春日市 ４

千葉 1

筑紫野市 １

飯塚市 １

久留米市１

東区 2

博多区 2

山口 2

八幡西区 3

北海道 １

小倉南区 １

東京 5

兵庫 １
広島 １

直方市 3
中央区 1

西区 4

大牟田市１

小倉北区
１

長崎 １

大阪 2

北海道
釜屋電機

2022年度利

北海道７

2018～2023年度12月 社会人セミナー（プロセス） 受講者３１９名

茨城４

千葉３

東京３４

神奈川８０三重２

福井１０

兵庫２６

滋賀１

大阪１１香川２

佐賀９

長崎１４

熊本４

宮崎２鹿児島５

大分５

福岡市５０

糸島市１

大牟田市２

糟屋郡５

北九州市１１

静岡１

飯塚市１２

山形１

新潟１

群馬１

山口３

沖縄１

久留米市６

京都３

岡山１
埼玉１

遠隔セミナー:
12（2020)→350(2021)→468(2022)→600(2023予)
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